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博 士 論 文 の 要 約 
 

博士の専攻分野の名称： 博 士（農学）       氏名   小川 理恵 

 

学 位 論 文 題 名 

 

 

ＪＡ女性組織における公益的活動の展開プロセスとその意義 
 

序章  問題意識と本論文の目的  

 ＪＡ女性組織は、70年を超える歴史のなかで、食と農を基軸に、時代や地域ごとの

女性の要望に寄り添った活動を展開し、農産物直売所拡大の基礎となった地産地消活

動や、ＪＡの高齢者福祉事業の土台となった助け合い活動など、農協事業の新しい展

開の基礎活動としても機能してきた。 

一方、メンバーの高齢化と新規加入者の停滞を主因として、1959年の 344万人をピ

ークにメンバー数が減少の一途を辿っており、活動のマンネリ化も課題となるなど、

ＪＡ女性組織は全体的・長期的趨勢として縮小・停滞傾向にある。ＪＡ事務局も他業

務との兼務かつ業務量的に当該事務局業務が副次的なものとならざるを得ない状況

にある。しかし、メンバー数は減少しつつも現在も 41万人の女性がＪＡ女性組織に

集っており、そうした女性たちがＪＡ女性組織を舞台に、より活躍できる方策を考察

することは、ＪＡ女性組織の未来を展望する上で欠かせない視点である。そしてＪＡ

女性組織のなかには、全国的に課題となっている高齢者の見守りや子どもの貧困対策

など、地域課題に向き合った公益的活動に積極的に取り組むことで、組織活動を活発

化させ、地域活性化を実現させているＪＡ女性組織も存在しており、注目に値する。 

こうした地域社会との関わりについては、IＣＡ（国際協同組合同盟）は、「協同

組合原則」第７原則において「地域社会への配慮」を謳っており、ＪＡグループにお

いても、「ＪＡ全国大会決議」などにおいて、地域との接点強化を掲げている。 

ＪＡなどの協同組合が地域社会への貢献を志向し、実際にそうした公益的活動を実

践しているＪＡ女性組織も少なくないことをふまえれば、組合員の共益の実現を第一

義的目的とする協同組合において、その代表的な組合員組織の１つであるＪＡ女性組

織が、共益にとどまらず公益を目的とする活動に至るプロセスの実態と、活動内容の

方向性の変化の要因を分析し、それを通じてＪＡ女性組織のみならずＪＡのあり方を

実証的かつ実践的に明らかにすることは時宜にかなった課題である。 

本論文に関連する先行研究として、ボランティア組織や地域づくりに代表される公

益的活動に関する研究が挙げられるが、それらのなかに共益的活動から公益的活動へ

の変化に着目したものは見受けられない。またＪＡの組合員活動とその支援に関する

研究では、ＪＡ女性組織をＪＡの諸活動の担い手として積極的に位置づけ、その貢献

度が示されるなど、本論文と方向性を同じくしている。しかし、ＪＡ女性組織の個々

のメンバーに着目した具体的な活動展開には言及されていない。つまり、ＪＡ女性組

織における共益的活動から公益的活動への展開プロセスとその条件にかかる研究は

蓄積が不足しており、残された課題であるといえる。 

そこで本論文では、公益的活動を積極的に展開するＪＡ女性組織活動の展開プロセ

スと、活動を展開させた要因を、ＪＡの機能やＪＡ女性組織メンバーの考え方の変化
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に着目して分析した。そしてそれらの分析結果から、ＪＡ女性組織の公益的活動の意

義を明らかにし、ＪＡ女性組織およびＪＡの公益的活動のあり方に示唆を与える。 

 なお、本論文において、「共益的活動」とは、ＪＡ女性組織メンバー間の共通利益

を追求する活動を、「公益的活動」とは、典型的には地域貢献活動のように、活動が

想定する受益者の範囲がメンバーの外部、特に地域社会に及ぶ活動を、それぞれ指す

こととする。 

 

第１章  ＪＡ女性組織の展開過程－公益的活動に着目して－ 

１．展開過程 

 ＪＡ女性組織の展開過程を４期に区分し、公益的活動の取り組み状況を整理した。 

戦後～1970年代中頃の第一期（組織の「確立期」）には、ＪＡ経営の改善と女性が

置かれた環境の改善が主たる活動として行われていた。1960年代中頃～1980年頃の

第二期（組織の「拡充強化期」）には、生活技術的な改善活動から生活問題全般へと

活動の範囲が拡大した。その後、1980年頃～1990年代中頃の第三期（組織の「再構

築期」）には、正組合員の減少と准組合員の増加から、ＪＡグループ全体として「地

域に開かれた新しい農協のイメージの定着」をはかることが定められた。そうしたこ

とを受け、ＪＡ女性組織においても、自らの活動を共益的活動から公益的活動へと広

げることを明言し、高齢者福祉活動や、子どもを対象とした食農教育など公益的活動

への取り組みが開始された。そして、1990年代中頃～現在に至る第四期（組織のあり

かたの「模索期」）には、ＪＡ女性組織メンバーの高齢化と多様化を受け、世代間な

どの考え方の相違を反映した活動が進められた。そのため、ＪＡ女性組織全体の方向

性として、社会に貢献する組織としての展望があらためて強く打ち出され、一部では

高齢者福祉活動や食農教育などの幅が広がり、公益的活動が本格化した。一方で、地

域社会対応への関心の低さや、地域活動に該当するＪＡ女性組織活動の少なさが指摘

され、目標と実状の乖離という状況が、ＪＡ女性組織の今日的課題となっている。 

 

２．ＪＡ女性組織の概要と性格 

全国の 589ＪＡのうち、女性組織があるＪＡは 559ＪＡで、全ＪＡの 95.7％にＪＡ

女性組織が存在している（2020年 4月 1日現在）。ＪＡ女性組織の組織構成は、主に

地域による組織単位（班・支部・本部）、世代別の組織単位（おおむね 45歳までを

フレッシュミズ、46～65歳ミドル、65歳以上をエルダーとして区分）、目的別の組

織単位（ニーズや目的を同じくするメンバーが集まって活動を行う）の３種類である。 

メンバー数をみると、1958年までは、相次ぐ組織の結成により急速に増加し、同年

には 344万人にまで達した。1985年以降、農畜産物の貿易自由化などによる農業の低

迷や農家の高齢化の影響が顕著になりメンバー数は急速に減少した。その後一定の歯

止めがかかっていたが、2020年からのコロナ禍の影響で活動を中止せざるを得なかっ

たことなどを理由に、集落単位でＪＡ女性組織を脱退する動きがみられ、2023年４月

現在のＪＡ女性組織メンバー数は、41万人にまで減少している。ＪＡ女性組織を支え

る事務局も深刻な人員不足であり、事務局担当者の確保に課題を抱えるＪＡが多いの

が現状である。 

全国のＪＡ女性組織で実施率の高い活動として、「健康づくり活動」（実施率 79.1%）、

「食農教育」（同 76.0%）、「地域ボランティア活動」（同 60.8%）などが挙げられ

る（ＪＡ全中「令和２年度 全ＪＡ調査調査結果（令和２年４月１日現在）」より）。 
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ただし同調査では、活動の実施回数や頻度などの基準が設けられていないため、活

動の実態を知るには、数値だけでなく個々の事例ごとの丁寧な調査が必要である。 

一方、ＪＡ女性組織の性格として、ＪＡの事業との関わりが薄いことが挙げられる。

そのためＪＡが事業化しにくい公益的活動の分野に活躍の機会がある。またメンバー

の関係性を重視する「関係型組織」であり、それが、共益的活動から公益的活動へと

活動の幅を広げるための要因の１つにもなっていると考えられる。 

 

第２章 ＪＡ女性組織メンバーの活動にかかる意識と行動 

 ＪＡふくしま未来・福島地区のＪＡ女性組織メンバーへの悉皆調査から、活動に関

する意識と行動に着目したメンバーの実像を明らかにした。 

１つ目が、メンバーの資質と性格である。高齢化は進んでいるものの、メンバーは

看護師や栄養士、華道・茶道などの資格や、料理・手芸・書道などの趣味・特技を多

数有していることがわかった。さらに、ＪＡ女性組織がそれらを活かす場となってい

るが、まだ活躍の機会を拡大させる余地がある。 

２つ目がメンバーのＪＡ女性組織活動への評価と課題点である。ＪＡ女性組織活動

をメンバーは高く評価しており、社会貢献をＪＡ女性組織活動の価値と考えるメンバ

ーが一定程度存在していた。一方組織の閉鎖性、保守性などの課題が指摘されていた

が、具体的な解決策を見いだすまでには至っていなかった。 

３つ目がメンバーによる活動への評価と活動参加頻度の関係性である。ＪＡ女性組

織の活動への評価とメンバーの活動参加頻度には、顕著な相関関係がみられ、ＪＡ女

性組織の活動に魅力を感じている人ほど、活動への参加頻度が高く、魅力度が下がる

につれ、参加頻度は目に見えて低くなっていた。メンバーの意向と活動内容とに齟齬

があると、活動が停滞し、結果としてＪＡ女性組織が先細りすることがわかる。 

メンバーが有する資質を把握した上で、それを活かす場としてＪＡ女性組織を位置

づけ、メンバーの関心事と結びつけた活動組み立てが必要であるといえる。女性たち

の意向や活動の場が多様化する現代においては、ＪＡ女性組織はあくまでも選択肢の

１つであり、メンバー個人の主体性に焦点を当てたオーダーメイドの組織づくりが求

められる。 

 

第３章 支援による組織化と公益的活動への展開 

－ＪＡみっかび女性部フレッシュミズグループの事例から－ 

ＪＡやＪＡ女性部の支援のもと、新たにフレミズグループが立ち上がり、フレミズ

活動が共益的活動から公益的活動へと展開したプロセスの実態を明らかにした。 

ＪＡみっかびでは、若い女性とのつながりづくりがＪＡの将来を考える上で欠かせ

ないとの認識のもと、ＪＡ運動に参加参画する若い女性たちの「視野を広げる場」と

して、２年１期の「ＪＡ女性大学（フレミズカレッジ）」を立ち上げ、ＪＡ組織基盤

を強化するための「人づくり運動」としてＪＡが段階的な支援を行っていた。 

具体的には、①フレミズカレッジ前に「フレッシュミズのつどい」を開催し、フレ

ミズカレッジへの、強制や義務を感じさせないやわらかな声がけ、②フレミズカレッ

ジでは、毎回違うメンバーがグループになる仕組みと２期連続での受講禁止を徹底し、

フレミズ世代の仲間づくりを強化、③フレミズカレッジの期ごとにグループ化を提案、

④フレミズグループの自主的な活動を促進、という支援であり、そのなかで、フレミ

ズ世代の准組合員化も起きていた。 
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一方、ＪＡ女性部もフレミズ世代の仲間づくりを支援していた。具体的には、①フ

レミズカレッジなどにおける専門的な託児ボランティア「はっぴいまむ」の実施、②

ＪＡまつりなどのイベントにおける育児部屋の設置、という支援である。 

 こうしたＪＡおよびＪＡ女性部の支援により、フレミズカレッジ受講生のなかで女

性同士の関係性の形成と深化が起こり、新たにフレミズグループを結成するという動

きがもたらされた。フレミズグループみかんちゃんリーダーのＡ氏は、近隣の小学校

におけるサツマイモの食農教育の中断という地域課題を入手し「みかんちゃんが手伝

えば再開できるのではないか」というアイデアを思いつく。その背景には、フレミズ

カレッジにおいて、ＪＡ女性部による託児ボランティアという公益的活動がロールモ

デルとして提示されていたことがある。Ａ氏の提案にメンバーは同意し、みかんちゃ

んとして、食農教育という公益的活動にも取り組むことが決定された。 

Ａ氏以外のメンバーが食農教育に参加した理由は、「この仲間で活動したい」とい

う、すでに形成されていた強い仲間意識と参加意識の高まりが大半を占めていたが、

食農教育に実際に取り組むなかから、「児童や保護者などが喜ぶ姿を見ると自分も嬉

しい」という思いを持つようになり、それが公益的活動継続への動機となっていた。

現在は、サツマイモだけでなく、大豆、落花生と食農教育の幅が広がっている。 

一方ＪＡ事務局は、フレミズグループ立ち上げ以降は、活動の企画運営はみかんち

ゃんに任せ、活動に必要な経費は負担するなど支援の方法を切り替えており、そうし

た、自主性を損なわない範囲での支援もフレミズグループの公益的活動への展開を促

したと考えられる（図１）。 

 

図１ ＪＡみっかびフレミズグループみかんちゃんの展開 

 
資料：筆者作成 

 

第４章 公益的活動への自発的展開と個人の変化 

－ＪＡ高知県女性部大篠支部の事例から－ 

ＪＡ女性組織が自発的に共益的活動から公益的活動へと活動の幅を広げたプロセ

スの実態を明らかにした。 

ＪＡ高知県女性部大篠支部では、活動が活発な班とそうでない班の混在への課題克

服のため、誰もが参加できる二四六九女士会（部員 106人のうち 50人が加入）を立
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ち上げた。女士会では手作りのランチ会を中心に、朗読・手芸など、共益的活動を行

っていた。女士会の特徴は、調理担当や資料配布など「誰もが必ず役割りを持つ仕組

み」を取り入れたことであり、この仕組みの徹底により、メンバーは、グループ内に

自分の居場所があるという実感や自己効力感を高めた。また分業によって一度に大量

の料理をつくるスキルを獲得し、自然な役割分担も定着していた。これらにより、こ

の仲間で活動することに対するメンバーの参加意欲や貢献意欲も高まった。 

そのようななか、近隣の小学校で夏休み明けに痩せて登校してくる児童がいるとい

う情報がＪＡ女性部で共有された。これを機に、子ども食堂（公益的活動）に取り組

むことが、部長であるＡ氏より提案された。実施前にはＪＡ女性部の全メンバーに対

して参加の可否を問うアンケートが実施され、メンバーのなかに、居場所の実感や参

加意欲・貢献意欲をさらに高める効果をもたらした。それはアンケート結果に現われ、

多数のメンバーが積極的に子ども食堂に関わりたいと回答した。そうした結果となっ

たのは、それまでの共益的活動の積み重ねにより、各メンバーにおいて、居場所の実

感、自己効力感、参加意欲、貢献意欲が高まった状態となっており、そこにリーダー

が方向性を示してリードしたためであったと考えられる。さらに、子ども食堂開始後

は、各メンバーは実際に子ども食堂の運営に関わるなかで、利用者からの反応に触れ、

もっと子どもたちや地域住民の役に立ちたいという思いを高めていった。 

子ども食堂の企画運営はＪＡ女性部が自主的に行う一方で、ＪＡ事務局は会場の貸

し出し、光熱費の負担、広報や一部食材の提供など、ＪＡ女性部だけでは足りない部

分を補う形での支援を行っており、そうした支援方法も活動の自主性を高めたと考え

られる。 

コロナ禍においては、料理の提供方法をバイキングから弁当の配布へと変更を余儀

なくされたことで、子ども食堂の利用者との直接のコミュニケーションが乏しくなり

モチベーションが低下した。しかし、全員で解決策を話し合い、提供する数を減らす

ことや、利用者の反応を共有することなどの運営上の工夫を施すことにより、活動は

停滞することなく継続していた（図２）。 

 

図２ ＪＡ高知県女性部大篠支部の展開 

 
資料：筆者作成 
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第５章  ＪＡ女性組織における公益的活動とリーダーシップ 

ＪＡ女性組織に求められるリーダーシップのあり方と、公益的活動を展開している

ＪＡ女性組織におけるリーダーによるリーダー行動の実態を明らかにするために、２

つの課題に取り組んだ。 

１つ目の課題として、３人のＪＡ女性組織リーダーに対し、ＰＭ理論に依拠したア

ンケートおよびヒアリングを実施し、具体的なリーダー行動の実態とその特徴を検討

した。 

ＰＭ理論は伝統的な理論と位置付けられるが、普遍性が高くシンプルな説明が可能

となることから同理論を援用した。 

また、アンケートは、Ｐ行動・Ｍ行動の２つのリーダー行動の測定尺度として最も

よく知られている、オハイオ州立大学「構造づくりと配慮を測定する質問項目（全 20

問）」を基礎に「ＪＡ女性組織・リーダーシップにかかる質問票」を独自に作成した。 

質問票作成の際には、上記オハイオ州立大学の質問項目に基づいた上で、ＪＡ女性

組織のリーダーが答えやすい形に表現を修正した。また、質問の意図が伝わりやすい

よう「キーワード」も新たに設けた（表１・２）。 

アンケートおよびヒアリングの結果、ＪＡ女性組織を牽引するリーダーのリーダー

行動について、以下の３点が確認された。 

①集団の維持を図るＭ行動（配慮・思いやり）に重きがおかれていた。 

②変化の局面や決断の場面では、課題の達成に直結するＰ行動（構造づくり）を毅 

然と実行しており、新たな取り組みを始めようとしたり、メンバーの意見が割れ 

たりしたときに、全体を１つの方向に向かわせる効果を発揮していた。 

③リーダーがＰ行動をとる場合でも、上下関係のニュアンスを抑えるよう「伝え 

方・表現方法」に工夫を施す行動がとられていた。 

 

以上から、ＪＡ女性組織を牽引するリーダーシップをあえて強調するならば「ｐＭ

（スモールｐラージＭ）型」と形容し得るものであったことが確認された。 

第２の課題として、ＪＡみっかびフレミズグループみかんちゃん（第３章）のリー

ダー、ＪＡ高知県女性部大篠支部（第４章）のリーダーを取り上げ、それぞれの活動

展開の各局面における両氏のリーダーシップについて検討した。両事例ともに、活動

展開の各局面において、リーダーによるｐＭ型のリーダーシップが活動展開に大きく

関与していたことが確認された。それらは、共益的活動から公益的活動への変化を促

す重要な要因の１つであったとみられる。 
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表１ アンケートの回答結果と具体的な行動（Ｐ行動） 

 
資料：アンケートおよびヒアリングをもとに筆者作成 
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表２ アンケートの回答結果と具体的な行動（Ｍ行動） 

 
資料：アンケートおよびヒアリングをもとに筆者作成 
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終章  ＪＡ女性組織における公益的活動の展開プロセスとその意義 

１．活動の展開プロセスと展開要因 

本論文における分析から、部分的な趨勢ではあるが、ＪＡ女性組織が共益的活動か

ら公益的活動へと活動の幅を広げる動きが出ていることが確認された。活動の展開プ

ロセスは、ＪＡみっかびフレミズグループみかんちゃんにみられたような、ＪＡやＪ

Ａ女性部の先輩からの支援の影響を強く受けた場合と、ＪＡ高知県女性部大篠支部に

みられたような、ＪＡ女性組織自らが自発的に展開させた場合の２事例が確認された。 

 ２つの展開プロセスには共通点がみられた。１つ目は、はじめから公益的活動に取

り組んだのではなく、共益的活動の積み重ねのなかから、公益的活動が生まれていた

点である。２つ目は、すべてのメンバーが公益的活動への取り組み当初から「地域の

役に立ちたい」といった強い目的意識を持っていたわけではなく、仲間意識や参加意

識の高まりから活動に加わっている点である。その後実際に公益的活動に参加するな

かから、子どもや地域の人びとなど他者が喜ぶ姿や感謝の言葉に触れ、公益的活動継

続へのモチベーションを持つに至っていた。そして３つ目は、１と２のような組織活

動のなかで、メンバーの一人ひとりに意識変化が起きるような仕かけや仕組みが取り

入れられていた点である。 

ＪＡ女性組織活動が共益的活動から公益的活動へ展開する要因（ポイント）として

は、以下の５点が挙げられる。 

第１に、メンバーの多様性を考慮・理解した今日的なＪＡ女性組織づくりを行うこ

とである。第２に、活動の積み重ねで得たスキルや新たなモチベーションを正しく把

握し、それぞれの活動に対する思いを形にする組織活動を実践することである。第３

に、リーダーによる、ＪＡ女性組織の特性をふまえたリーダーシップの発揮である。

第４に地域諸組織やＪＡ組合員との連携と関係性の強化である。第５に、ＪＡやＪＡ

事務局による、ＪＡ女性組織の自主性を損なわない範囲での支援である。以上の５つ

の要因（ポイント）が関わりあいながら、ＪＡ女性組織における共益的活動から公益

的活動への展開が実現するものと考えられる（図３）。 

 
図３ 共益的活動から公益的活動への展開プロセスにおける５つの要因（ポイント） 

 
資料：筆者作成 
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２．ＪＡ女性組織の活動の変化とその意義 

 ＪＡ女性組織が公益的活動に取り組むことの、ＪＡ女性組織にとっての意義として

次の２つが挙げられる。 

１つ目は、地域に必要な組織としてのＪＡ女性組織の存在意義の確立である。ＪＡ

みっかびフレミズグループみかんちゃんの事例では、途絶えていた食農教育が復活し、

児童や保護者に食と農に関する広範な学習機会がもたらされていた。ＪＡ高知県女性

部大篠支部の事例では、食に課題を抱える子どもが、栄養に配慮された十分な食事を

摂ることのできる機会を得ていたほか、地域住民が誰でも参加できる形とすることで、

子どもたちが他の参加者に紛れて安心して子ども食堂を利用できるようになってい

た。そうした配慮は、結果として多くの地域住民が気軽に交流できる機会の創出につ

ながっていた。そして両事例ともに、ＪＡ女性組織が公益的活動に取り組むことで地

域との新たなつながりが生まれ、地域にとってなくてはならないものとして認識され

るようになっていた。 

２つ目は、ＪＡ女性組織の活性化である。共益的活動から公益的活動へと活動内容

が展開するなかで、ＪＡ女性組織メンバーの一人ひとりが、活動へのやりがいを高め、

活動への積極的な参加が実現するなど、ＪＡ女性組織が活性化していた。極めて標準

的な規模の２事例において、共益的活動から公益的活動へという活動の展開が起き、

それがＪＡ女性組織の活性化に結びついているという事実は、メンバー数が激減し、

活動のマンネリ化が全国のＪＡ女性組織において大きな課題となるなか、共益的活動

から公益的活動へと活動の幅を広げることが、ＪＡ女性組織としての今後の１つの方

向性になり得ることを示しているといえる。 

一方、ＪＡにとっての意義として次の２点が挙げられる。１つ目が、ＪＡ女性組織

が公益的活動を通じて地域に存在意義を示したことが、そのままＪＡへの高評価に結

びついていたことである。両事例ともに、ＪＡ女性組織の公益的活動がＪＡの地域貢

献活動として認知されたことで、それまでＪＡとは関わりが薄かった地域住民が、Ｊ

Ａへの親近感を強く感じるようになるなど、ＪＡそのものへの評価が高まっていた。

２つ目が、ＪＡ組合員とＪＡとの新たな関係性が構築されたことである。ＪＡ高知県

女性部大篠支部の事例では、子ども食材へ農産物を提供することを通じて、ＪＡ農家

組合員は農業に対する新たなやりがいを見出し、それにともなってＪＡとの関わりを

強めていた。また、ＪＡみっかびフレミズグループみかんちゃんの事例においては、

食農教育を実施するために、みかんちゃんのメンバーがＪＡ組合員に栽培技術を教え

てもらいに出向くなど、ＪＡ組合員同士あるいはＪＡ組合員とＪＡとの結びつき強化

の機会を創出していた。 

 ＪＡグループは豊かでくらしやすい地域社会の実現への貢献を掲げている。しかし

経営環境が厳しさを増し、職員数も減少傾向にあるなか、十分な対応ができていると

は言いがたいのが現状である。そうしたなかで、ＪＡの組合員組織としてのＪＡ女性

組織が、子ども食堂や食農教育といった公益的活動に自発的・自立的に取り組むこと

は、地域社会の利益に寄与することはもちろんのこと、ＪＡにとってもその存在意義

を発揮する上で重要な意義を持つものであるといえる。ＪＡみっかびフレミズグルー

プみかんちゃんや、ＪＡ高知県女性部大篠支部における、公益的活動の展開のありよ

うは、ＪＡ女性組織メンバーが主体的に行う公益的活動をＪＡが支援し促進させるこ

とが、協同組合としてのＪＡの公益的活動への向き合い方の１つとなり得ることを示

しているのではないだろうか。 


